
　

３
月
６
、７
日
と
筑
波
キ
ャ
ン
パ
ス
で
「
総
合
技
術
研
究
会
２
０
２
５
筑
波
大

学
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
実
行
委
員
と
し
て
参
画
し
た
こ
の
研
究
会
に
つ
い

て
報
告
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

ま
ず
始
め
に
「
総
合
技
術
研
究
会
」
を
簡
単
に
紹
介
し
ま
す
。
こ
の
会
は
大
学

な
ど
の
研
究
教
育
機
関
に
所
属
す
る
技
術
系
職
員
が
、
実
験
装
置
の
開
発
・
維

持
管
理
・
改
善
な
ど
の
技
術
的
研
究
支
援
や
、
社
会
貢
献
な
ど
の
教
育
・
実
習

支
援
な
ど
に
つ
い
て
発
表
す
る
研
究
会
で
す
。
当
初
は
分
子
科
学
研
究
所
・
核

融
合
科
学
研
究
所
・
高
エ
ネ
ル
ギ
ー
加
速
器
研
究
機
構
の
三
研
究
所
で
「
技
術

研
究
会
」
と
し
て
開
催
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
20
年
ほ
ど
前
か
ら
大
学
も
加
わ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
以
後
隔
年
で
大
学
に
お
い
て
開
催
さ
れ
る
際
は
、
幅

広
い
分
野
の
方
が
発
表
で
き
る
よ
う
「
総
合
技
術
研
究
会
」
と
し
て
開
催
さ
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

今
回
の
研
究
会
に
は
、
北
は
北
海
道
大
学
か
ら
南
は
琉
球
大
学
ま
で
、
そ
の

他
に
も
全
国
各
地
の
高
等
専
門
学
校
な
ど
か
ら
も
多
く
の
参
加
申
し
込
み
が
あ

り
、
事
前
登
録
者
は
546
名
で
し
た
。
口
頭
発
表
に
は
77
名
、
ポ
ス
タ
ー
発
表
に
は

134
名
の
申
し
込
み
が
あ
り
ま
し
た
。
ポ
ス
タ
ー
発
表
と
口
頭
発
表
と
も
に
実
験
・

実
習
・
社
会
貢
献
技
術
分
野
の
内
容
が
一
番
多
く
、
次
い
で
情
報
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
技
術
分
野
の
内
容
が
多
か
っ
た
で
す
（
表
１
）。

　

さ
て
、
本
来
な
ら
様
々
な
発
表
を
見
聞
き
し
て
の
感
想
を
書
き
た
い
と
こ
ろ

で
す
が
、
実
行
委
員
の
業
務
が
あ
り
見
学
時
間
が
し
っ
か
り
と
確
保
で
き
な
か
っ

た
た
め
、
自
分
が
関
わ
っ
た
口
頭
発
表
の
中
か
ら
興
味
を
ひ
か
れ
た
内
容
を
二

点
紹
介
し
ま
す
。

　

一
つ
目
は
、「
農
産
物
へ
の
関
心
の
高
さ
」
で
す
。
京
都
大
学
大
学
院
農
学
研

究
科
附
属
農
場
か
ら
、
発
表
者
は
別
々
で
す
が
、
柿
・
ト
マ
ト
・
ア
ス
パ
ラ
ガ

ス
の
生
産
に
つ
い
て
の
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。
類
似
品
種
の
生
産
方
法
を
試
し

た
り
、
少
し
だ
け
温
度
を
変
え
て
み
た
り
、
と
試
行
錯
誤
を
繰
り
返
し
て
い

ま
す
。
多
く
の
農
作
物
は
年
に
一
度
の
収
穫
に
な
る

の
で
三
歩
進
ん
で
二
歩
下
が
り
な
が
ら
、
少
し
ず
つ
結
果

を
蓄
積
し
て
い
ま
す
。
い
ず
れ
の
農
産
物
も
高
品
質
を
少

量
生
産
す
る
技
術
を
改
良
し
、
品
質
を
落
と
さ
ず
に
い
か

に
生
産
量
を
上
げ
て
い
く
か
が
課
題
で
し
た
。
会
場
も
ほ

ぼ
満
員
で
活
発
な
質
疑
応
答
と
な
り
、
時
間
が
足
り
ず
に

途
中
で
終
わ
り
に
せ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

二
つ
目
は
「
ガ
ラ
ス
工
作
」
で
す
。
国
立
大
学
の
中
で

も「
ガ
ラ
ス
工
作
室
」を
維
持
し
て
い
る
場
所
は
少
な
く
、

そ
の
技
術
継
承
者
も
減
少
傾
向
に
あ
る
そ
う
で
す
。
神
戸

大
学
で
は
ガ
ラ
ス
工
作
に
か
か
わ
る
技
術
職
員
が
い
て
、

ガ
ラ
ス
工
作
室
の
拡
充
に
日
々
努
力
し
て
い
ま
す
。
発
表

の
中
に
あ
っ
た
、

「
最
後
ま
で
残
る
素
材
は
ガ
ラ
ス
で
す
。
ガ
ラ
ス
は
無
く

な
ら
な
い
の
で
技
術
を
絶
や
し
て
は
い
け
な
い
。」

と
い
う
言
葉
に
感
銘
を
受
け
ま
し
た
。
現
状
、
ガ
ラ
ス
工

作
に
充
て
ら
れ
る
時
間
は
そ
う
多
く
な
い
な
か
で
、
安
全

な
実
習
環
境
の
構
築
や
後
進
の
育
成
な
ど
を
行
い
、
ガ
ラ

ス
工
作
に
対
す
る
強
い
信
念
を
感
じ
ま
し
た
。
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図２：ポスター発表会場の様子（写真は一部加工しています）

　

次
回
は
２
年
後
に
名
古
屋
大
学
で
開
催
さ
れ
る
予
定
で

す
。
聴
講
者
に
刺
激
を
与
え
る
よ
う
な
発
表
が
で
き
る
よ

う
、
日
々
の
仕
事
に
取
り
組
ん
で
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。

→

　

３
月
１
日
か
ら
約
一
週
間
、
Ｊ
Ｓ
Ｐ
Ｓ
研
究
拠
点

形
成
事
業
「
山
岳
地
域
に
お
け
る
遺
伝
的
多
様
性

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
構
築
に
む
け
た
先
端
研
究
教
育
拠
点

の
形
成
」
の
国
際
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
が
菅

平
高
原
で
行
わ
れ
ま
し
た
（
事
業
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー　

津
田
吉
晃
准
教
授
）。

　

こ
の
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
イ
ン
ド
・
ア
シ
ョ
カ
生
態

学
環
境
研
究
ト
ラ
ス
ト
（
Ａ
Ｔ
Ｒ
Ｅ
Ｅ
）、
マ
レ
ー

シ
ア
・
ノ
ッ
テ
ィ
ン
ガ
ム
大
学
、
中
国
・
浙
江
大

学
、
タ
イ
・
マ
ヒ
ド
ン
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
・
ミ
ン
ダ
ナ

オ
州
立
大
学
、
イ
ラ
ン
・
タ
ル
ビ
ア
ト
・
モ
ダ
レ
ス

大
学
か
ら
11
名
の
若
手
を
含
む
研
究
者
を
招し
ょ
う
へ
い聘し

ま

し
た
。
山
岳
科
学
セ
ン
タ
ー
教
員
や
国
内
拠
点
の
研

究
者
ら
総
勢
約
20
名
で
、
研
究
紹
介
や
今
後
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
に
つ
い
て
話
し
合
い
ま
し
た
。

Ｊ
Ｓ
Ｐ
Ｓ
研
究
拠
点
形
成
事
業

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
開
催

https://www.tech.tsukuba.ac.jp/tech2025/
お問い合わせ tech2025@tech.tsukuba.ac.jp 企画・運営 / 筑波大学総合技術研究会実行委員会
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6［木］ポスター発表　口頭発表
特別講演  情報交換会

● 参加申し込み：公式 HP よりお申し込みください .

● 参加対象：全国の大学・⾼等専⾨学校および大学共同
　　　　　　 利⽤機関法人等に所属する技術系職員

施設見学会［水］5�������

主催 / 　　

筑波大学 
筑波キャンパス

図
１　
総
合
技
術
研
究
会
２
０
２
５
筑
波
大
学
の
ポ
ス
タ
ー

表１　12の発表分野

機械工作・ガラス工作技術分野　〇機械工作〇ガラス工作〇木工作〇電気工作〇教育研究用実験装置の開発
装置関係・実験装置・大型実験技術分野　〇真空・放射線・高圧・高電圧・高周波・磁石〇装置の維持・管理・
運用
回路・計測・制御技術分野　〇電力・通信・回路・半導体・ロボット〇信号処理・制御〇計測〇データ処理
極低温技術分野　〇低温実験〇低温実験装置〇高圧ガス〇液化システム
情報・ネットワーク技術分野　〇アプリケーション〇データベース〇ネットワーク〇セキュリティ〇認証
フィールド計測・農林水産海洋技術分野　〇自然観測 ( 地震・火山・海洋等 ) 〇生物・農・林・水産学〇栽培・
生産〇食育
生命科学技術分野　〇医・歯・薬学〇細胞・形態〇遺伝子・タンパク質
分析・評価技術分野　〇分析機器管理・維持〇共同利用〇化学〇物性〇メカニズム
実験・実習・社会貢献技術分野　〇実験〇実習〇ものづくり学習〇課外活動〇地域貢献
建築・土木・資源開発系技術分野　〇建築・土木工学〇自然災害・防災〇自然保護・環境工学〇循環型社会〇
資源・エネルギー
施設管理・環境安全衛生管理技術分野　〇施設整備・維持管理〇環境安全衛生〇特別管理産業廃棄物管理〇化
学物質・薬品管理
その他　〇芸術〇デザイン工学〇グラフィック〇その他上記以外

昨年 4 月中旬に撮影した
変形菌「ルリホコリ」の仲
間。雪どけとほぼ同時に、
林のなかの落ち葉や笹など
に現れます。球形の子

しのう
嚢は

1mmほどの大きさです。

Ａ
集
合
写
真
、
Ｂ
セ
ミ
ナ
ー
の
よ
う
す

A

B



　

上
田
市
内
の
５
大
学
（
上
田
短
期
大
学
、
信
州
大
学

繊
維
学
部
、
長
野
県
工
科
短
期
大
学
校
、
長
野
大
学
、

筑
波
大
学
山
岳
科
学
セ
ン
タ
ー
菅
平
高
原
実
験
所
）
が

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
す
る
講
座
で
す
。

　

私
た
ち
を
取
り
巻
く
自
然
と
仲
良
く
付
き
合
っ
て
い

く
た
め
に
、
自
然
史
の
情
報
を
集
約
し
た
「
博
物
館
」

の
地
域
に
お
け
る
存
在
意
義
や
必
要
性
に
つ
い
て
考
え

ま
す
。

●
日
時　

５
月
21
日
（
水
）
18
〜
20
時

●
会
場　

ま
ち
な
か
キ
ャ
ン
パ
ス
う
え
だ
（
上
田
市
中

央
２
‐
５
‐
10 
丸
陽
ビ
ル
１
階
）

●
講
師　

出
川
洋
介
（
筑
波
大
学　

准
教
授
）

●
対
象　

中
学
生
以
上

●
定
員　

30
名

●
お
申
し
込
み　

４
月
23
日
（
水
）
以
降
、、
ま
ち
な

か
キ
ャ
ン
パ
ス
う
え
だ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
市
民
向
け

講
座　

参
加
申
し
込
み
フ
ォ
ー
ム
」、
ま
た
は
お
電

話
か
メ
ー
ル
で
ま
ち
な
か
キ
ャ
ン
パ
ス
う
え
だ
ま
で

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問　
ま
ち
な
か
キ
ャ
ン
パ
ス
う
え
だ

　
　

☎
０
２
６
８
・７
５
・０
０
６
５
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
兼
用
）

　
　
（
火
〜
土
曜
日　

12
時
〜
18
時
30
分
）

　
　
✉m

achicam
.u@
gm
ail.com

　

高
校
生
を
対
象
に
オ
ン
ラ
イ
ン
講
義
と
、
菅
平
高
原

実
験
所
で
の
フ
ィ
ー
ル
ド
実
習
を
行
い
ま
す
。

　

講
義
で
は
菌
類
の
分
類
学
・
生
態
学
の
基
礎
に
つ
い

て
解
説
し
ま
す
。
実
習
で
は
実
験
所
の
フ
ィ
ー
ル
ド
を

散
策
し
て
菌
類
を
探
し
、
採
集
物
を
屋
内
に
持
ち
帰
り

実
体
顕
微
鏡
と
光
学
顕
微
鏡
で
詳
し
く
観
察
し
ま
す
。

　

信
州
の
高
原
で
菌
類
の
多
様
性
を
学
び
な
が
ら
、
専

門
的
な
同
定
の
プ
ロ
セ
ス
を
体
験
で
き
る
講
座
で
す
。

●
日
時
と
内
容

第
１
回　
７
月
17
日
（
木
）
18
時
〜
20
時

　
﹇
オ
ン
ラ
イ
ン
講
義
﹈
菌
類
の
分
類
と
生
態

第
２
回　

７
月
24
日
（
木
）
９
時
30
分
〜
25
日
（
金
）

16
時
（
１
泊
２
日
）

　
﹇
現
地
﹈
菌
類
調
査
法
の
概
説
、
フ
ィ
ー
ル
ド
調
査
、

採
集
物
の
分
類
・
培
養
、
顕
微
鏡
観
察
な
ど

●
現
地
会
場　

菅
平
高
原
実
験
所

本
通
信
の
印
刷
・
配
布
は

　
　
　
　
　
　
東
郷
堂
様
に
ご
協
力
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す

次
号
は
６
月
発
行
予
定
で
す

Facebook： https://www.facebook.com/sangaku.center　　YouTube： https://www.youtube.com/c/TsukubaMSC
X： https://x.com/srs_kyoten　 　●イベント情報のメール配信希望はこちらへ：  ikimono_srs@un.tsukuba.ac.jp

●
講
師　

出
川
洋
介

●
対
象　

高
校
生

●
定
員　

15
名

●
受
講
経
費　

１
万
１
，
９
０
０
円

講
習
料
お
よ
び
宿
泊
料
と
し
て
（
７
月
24
日
昼
食
か

ら
25
日
昼
食
代
を
含
む
）

●
申
し
込
み　

右
下
の
フ
ォ
ー
ム
か
ら
。
申
し
込
み
多

数
の
場
合
は
記
載
内
容
を
も
と
に
選
考
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

●
申
し
込
み
締
切　

６
月
13
日
（
金
）

・
詳
細
に
つ
い
て
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
掲
載
の
実
施
要
項

を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

・
現
地
会
場
ま
で
の
交
通
手
段
と
当
日
以
外
の
宿
泊
は
、

各
自
で
手
配
し
て
く
だ
さ
い
。

問　
筑
波
大
学
山
岳
科
学
セ
ン
タ
ー
菅
平
高
原
実
験
所

　
　

☎
０
２
６
８
・７
４
・２
０
０
２（
平
日
９
〜
17
時
）

　
　
✉suga-jim

u@
m
sc.tsukuba.ac.jp

イ
ベ
ン
ト
情
報

イ
ベ
ン
ト
情
報

ま
ち
な
か
キ
ャ
ン
パ
ス
う
え
だ

市
民
向
け
講
座

「
地
域
の
百
科
全
書

自
然
史
博
物
館
の
意
義
と
役
割
」

筑
波
大
学
公
開
講
座

「
高
校
生
の
た
め
の
菌
類
学
入
門
」


